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育
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行
特
集

第２部

豊
か
な
自
然
と
暮
ら
し
が
共
生
アクセスも便利

農家民泊・民宿で暮らしを体験
南会津町

「ユネスコエコパーク」で学ぼう
只見町

大内宿で歴史・文化を体感する
下郷町

尾瀬、歌舞伎を守る地域に滞在
檜枝岐村

お い で よ
～南会津～
自然環境学習と
体験型の教育旅行

問い合わせ先

問い合わせ先

問い合わせ先

問い合わせ先

南会津町
みなみやま観光株式会社
〒－
福島県南会津郡
南会津町田島字後町甲－１
TEL：－－
FAX：－－
URL：http://www.minamiaizu.co.jp

下郷町
下郷町観光協会
〒－
福島県南会津郡
下郷町塩生字大石
TEL：－－
FAX：－－
URL：http://www.town.shimogo.fukushima.jp

只見町
一般社団法人只見町観光まちづくり協会
〒－
福島県南会津郡
只見町只見字上ノ原
TEL：－－
FAX：－－
URL：http://www.tadami-net.com

檜枝岐村
尾瀬檜枝岐温泉観光協会
〒－
福島県南会津郡
檜枝岐村字下ノ原－１
TEL：－－
FAX：－－
URL：http://www.oze-info.jp
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福
島
県
の
南
会
津
町
、
只
見
町
、
下
郷
町
、
檜
枝
岐
村
の
４
町
村
で
構
成
す
る
南

会
津
地
域
に
は
、
美
し
い
自
然
と
、
日
本
人
が
忘
れ
か
け
て
い
る
農
山
村
の
暮
ら
し

が
息
づ
く
。
地
域
の
資
源
を
生
か
し
て
、
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
態
勢
、
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
整
備
し
、
福
島
県
な
ど
関
係
機
関
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
地
域
を
挙
げ
て

学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
事
前
学
習
の
た
め
に
出
前
講
座
を
行
う
な
ど
、
実
施

校
の
学
習
活
動
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
滞
在
に
は
宿
泊
施
設
や
農
家
民
泊
・
民
宿

が
選
択
可
能
。
旅
行
中
の
安
全
確
保
に
も
万
全
を
期
す
。
受
け
入
れ
の
先
進
地
域
と

し
て
、
体
験
型
観
光
の
全
国
各
地
の
担
い
手
た
ち
が
集
う
「
第

回
全
国
ほ
ん
も
の

体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
今
年

月
）
の
開
催
地
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

農家民泊の中で農作業を体験

ジップラインアドベンチャー

ブナが茂る「恵みの森」では沢歩きができる

田
子
倉
湖

　
只
見
町
は
、
貴
重
な
自
然
と
共

生
す
る
暮
ら
し
が
体
験
で
き
る
国

内
屈
指
の
地
域
。
２
０
１
４
年
６

月
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学

文
化
機
関
）
が
認
定
す
る
エ
コ
パ

ー
ク
に
東
北
で
初
め
て
登
録
さ
れ

た
。
現
在
、
登
録
地
域
は
国
内
で

７
地
域
し
か
な
い
。

　
民
泊
体
験

　
農
家
民
泊
、
農
家
民
宿
の
受
け

入
れ
軒
数
は
約

軒
。
畑
仕
事
や

郷
土
料
理
づ
く
り
な
ど
農
村
の
生

活
を
体
験
で
き
る
。
受
け
入
れ
家

庭
は
、
「
子
ど
も
た
ち
を
只
見
の

暮
ら
し
の
中
で
育
て
る
」
と
い
う

思
い
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　
只
見
町
の
自
然
と
暮
ら
し
の
共

生
の
あ
り
方
が
、
世
界
的
に
認
め

ら
れ
た
。
雄
大
な
山
々
と
豊
富
な

雪
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
自
然
の
中

で
、
森
の
生
物
と
環
境
、
人
と
の

関
わ
り
な
ど
が
学
べ
る
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
ブ
ナ
の
森
が
広
が
る
「
癒
し
の

森
」
「
恵
み
の
森
」
な
ど
で
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
、
沢
歩
き
が
楽
し
め
、

生
命
を
育
む
森
林
の
サ
イ
ク
ル
を

学
習
で
き
る
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
自
然
、
暮
ら

し
を
展
示
な
ど
か
ら
学
ぶ
「
只
見

町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
」
も
あ
る
。

　
も
の
づ
く
り
で
は
、
藤
や
マ
タ

タ
ビ
な
ど
を
使
っ
た
小
物
や
カ

ゴ
、
ワ
ラ
を
使
っ
た
わ
ら
じ
な
ど

の
製
作
が
体
験
で
き
る
。
田
子
倉

湖
を
遊
覧
船
で
見
学
し
、
ダ
ム
や

水
力
発
電
に
つ
い
て
も
学
べ
る
。

　
南
会
津
町
は
、
「
豊
か
な
自
然

と
住
民
の
素
朴
な
人
柄
、
温
か
い

心
が
宝
も
の
」
と
し
て
、
四
季
そ

れ
ぞ
れ
に
営
ま
れ
る
農
山
村
の
生

活
を
あ
り
の
ま
ま
に
体
験
で
き
る

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。

　
民
泊
体
験

　
町
内
の
農
家
民
泊
、
農
家
民
宿

の
受
け
入
れ
軒
数
は
約
１
２
０

軒
。
子
ど
も
た
ち
を
家
族
の
一
員

と
し
て
迎
え
、
農
作
業
や
料
理
づ

く
り
な
ど
を
一
緒
に
行
う
。
受
け

入
れ
家
族
、
仲
間
同
士
の
心
の
交

流
が
自
然
に
生
ま
れ
、
最
終
日
の

「
お
別
れ
会
」
で
は
感
動
的
な
シ

ー
ン
が
見
ら
れ
る
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
自
然
や
文
化
、
暮
ら
し
を
生
か

し
た
学
び
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

充
実
し
て
い
る
。

　
も
ち
米
を
包
ん
で
ゆ
で
る
「
笹

巻
き
」な
ど
の
郷
土
料
理
づ
く
り
、

「
染
屋
」
だ
っ
た
建
物
を
活
用
し

た
藍
染
め
、
林
業
や
キ
ノ
コ
栽
培

の
作
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
用
意
し
て
い
る
。
自
然
環
境
学

習
の
舞
台
は
、
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
駒
止
湿
原
、

か
や
ぶ
き
屋
根
の
民
家
が
立
ち
並

ぶ
前
沢
曲
家
集
落
な
ど
。

　
会
津
高
原
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー

　
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
滑
車
で
滑

り
降
り
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。
コ

ー
ス
は

㍍
か
ら
１
５
０
㍍
ま
で

合
計
６
本
。
専
門
ガ
イ
ド
の
も
と

チ
ー
ム
を
組
み
、
楽
し
み
な
が
ら

自
然
に
触
れ
合
え
る
。

昔ながらの景観が残る大内宿

体験メニューも充実

地域に受け継がれる檜枝岐歌舞伎

山間にたたずむ檜枝岐村

　
尾
瀬
国
立
公
園
の
玄
関
口
に
位

置
し
、
伝
統
芸
能
、
檜
枝
岐
歌
舞

伎
で
知
ら
れ
る
檜
枝
岐
村
。
壮
大

な
自
然
と
地
域
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
充
実
し
て
い
る
。

　
尾
瀬
国
立
公
園

　
尾
瀬
沼
エ
リ
ア
の
大
江
湿
原
や

沼
一
周
コ
ー
ス
は
、
木
道
が
整
備

さ
れ
て
歩
き
や
す
い
。
広
大
な
湿

原
が
広
が
る
尾
瀬
ケ
原
エ
リ
ア

は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
咲
き
誇

る
高
山
植
物
を
観
察
で
き
る
。
村

内
に
は
尾
瀬
の
魅
力
を
手
軽
に
体

験
で
き
る
「
ミ
ニ
尾
瀬
公
園
」
も

あ
る
。

　
歌
舞
伎
化
粧
体
験

　
親
か
ら
子
へ
と
江
戸
時
代
か
ら

約
２
７
０
年
に
わ
た
っ
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
檜
枝
岐
歌
舞
伎
。
歌

舞
伎
役
者
の
気
分
を
味
わ
え
る
化

粧
が
体
験
で
き
、
地
域
の
伝
統
文

化
の
魅
力
、
大
切
さ
を
学
べ
る
。

歌
舞
伎
が
演
じ
ら
れ
る
舞
台
の
前

で
記
念
撮
影
も
可
能
だ
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
食
文
化
で
は
、
飯
盒
炊
さ
ん
な

ど
か
ま
ど
を
使
っ
た
調
理
の
ほ

か
、
檜
枝
岐
の
郷
土
料
理
の
「
裁

ち
そ
ば
」
打
ち
、
そ
ば
粉
と
も
ち

米
を
こ
ね
た
「
は
っ
と
う
」
づ
く

り
が
体
験
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
ミ
ニ
わ
ら
じ
づ
く

り
、つ
る
細
工
な
ど
の
工
芸
体
験
、

川
に
入
っ
て
の
イ
ワ
ナ
の
つ
か
み

取
り
や
稚
魚
の
放
流
な
ど
、
自
然

と
文
化
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
用
意
し
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
の
面
影
を
今
に
残
す

か
や
ぶ
き
屋
根
の
大
内
宿
で
知
ら

れ
る
下
郷
町
。
古
き
日
本
の
原
風

景
が
残
り
、
「
自
然
や
文
化
を
守

り
な
が
ら
生
き
る
人
々
の
生
活
」

を
体
感
で
き
る
。

　
大
内
宿

　
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
宿
場

町
。
江
戸
時
代
に
会
津
若
松
城
下

と
今
市
宿
を
結
ぶ
下
野
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
明
治

以
降
、
鉄
道
や
国
道
が
大
内
宿
を

迂
回
し
た
た
め
、
昔
な
が
ら
の
景

観
が
今
に
受
け
継
が
れ
た
。

　
自
然
環
境
学
習

　
動
植
物
を
観
察
で
き
る
観
音
沼

森
林
公
園
は
散
策
路
が
整
備
さ

れ
、美
し
い
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
。

自
然
の
風
穴
群「
中
山
風
穴
」は
、

山
肌
か
ら
冷
風
が
吹
き
出
る
天
然

の
〝
冷
蔵
庫
〟
で
、
特
殊
な
条
件

に
よ
り
標
高
６
０
０
㍍
付
近
で
高

山
植
物
を
観
察
で
き
る
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
そ
ば
打
ち
は
、
専
門
の
指
導
者

の
も
と
、「
大
内
宿
　
食
の
館
」、

廃
校
を
活
用
し
た
「
あ
そ
び
の
学

校
や
ま
ざ
く
ら
」
な
ど
で
体
験
で

き
、
風
味
豊
か
な
そ
ば
を
打
っ
て

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
工
芸
で
は
、
水
車
を
動
力
と
し

た
木
工
ろ
く
ろ
体
験
、
こ
け
し
絵

付
け
体
験
、
手
び
ね
り
陶
芸
体
験

な
ど
。

　
町
内
に
あ
る
水
力
発
電
所
「
下

郷
発
電
所
」
の
見
学
も
可
能
で
発

電
に
つ
い
て
学
べ
る
。

http://www.minamiaizu.co.jp/
http://town.shimogo.fukushima.jp/
http://www.tadami-net.com/
http://www.oze-info.jp/

